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保育のありかたを今、考える
-世田谷区代田における地域散策型保育の提案 -
THINK ABOUT HOW TO CARE FOR CHILDREN NOW
SUGGESTION OF A REGIONAL WALK TYPE CHILD CARE IN DAITA,SETAGAYA
久田博己
Hiroki HISADA
主査　赤松佳珠子　　　副査　岩佐明彦・下吹越武人
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　The space for children has disappeared from the town, and children have disappeared from the town 
because the children are staying in the facility for a long time.I felt doubts about such a way of modern 
childcare.Therefore, I propose a way to raise children at all of the town through a walk.I designed a base that 
is the first step in raising children throughout the town.
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1. はじめに
　子どもを取り巻く環境は大きく変化している。まちの
中から子どものための空間がなくなり、働く保護者が増
えたことでこどもが施設の中にいる時間が長くなり、ま
ちの中から子どもの姿が消えてしまった。
　子どもが自分の暮らすまちの中で、多様な体験をする
ことができなくなっている現在の保育のあり方を見つめ
直し、新しい保育のあり方を提案する。
2. 敷地
2-1. 東京都 世田谷区 代田
2-2. 子どものための空間の不足
2-3. 代田のまちの道
　街の中央を南北に環状 7 号線、
東西には小田急線が通り、北端
には京王井の頭線が通っている。
都心へのアクセスがとても良く、
典型的な低層住宅街である。
　また、世田谷区が設定してい
る保育園設置優先度が最も高い
地域に指定されており、保育需
要の高い地域でもある。
　乳幼児の生活圏域は 300 〜
500m と言われているが、これを
代田のまちに当てはめると、そ
の中に子どものための場所は数
カ所しかない。住むことに特化
しているこの街は子どもが多様
な体験ができる場所が不足して
いる。
子どもにとって重要な役割を果たすみちが代田のまちで
はどのような状況なのかを調査した。
明確な主要道路が通っているため、その他の道は交通量
が極端に少ない。また、道に対する駐車台数を調査した
ことで、住民以外の車の侵入を禁止する道をつくること
で、道を子どものための場所に還すことができる可能性
があった。
子どもの姿が見られない住宅街の道
道の両脇の街区の辺が有する駐車スペース 0-3 台
道の両脇の街区の辺が有する駐車スペース 4-6 台ほぼ通らない たくさん通る
交通量調査 駐車スペースの調査
世田谷代田駅
羽根木公園
小田急線
環状七号線
下北沢駅
京王井の頭線
国土地理院　地図航空写真閲覧サービスより
3. 計画概要
3-1. 保育士ネットワークによる自宅預かり
　保育士をネットワーク化し、持ち回りで自宅での預か
り保育を行うことができる保育システムを構築する。例
えば午前だけなら保育できる保育士と午後だけなら保育
できる保育士をマッチングし、その日の預かり保育を行
い、次の日はまた別の都合の合う保育士が保育を行う。
潜在保育士の復帰の最大の障壁となっている時間の融通
の効かなさを取り除くき、潜在保育士が復帰できる環境
を整えることで保育士不足を解消する。また、保育士の
自宅を拠点として保育を行い、住宅街では確保すること
が困難な保育園建設の土地を確保する必要をなくす。
 持ち回りで保育するシステムによって、子どもは様々な
保育士や友達と関わりながら育つ。自宅での預かり保育
の欠点である、保育士 + 数人の友達という最小人数のコ
ミュニティでのみ育つことを解決する。
　こどもを預かった保育士が地域を散策しながら保育を
行う、おさんぽ保育を提案する。
　おさんぽ保育では、目的地に向かう場合でも最短距離
だけではなく、そこに到るまでの過程を大切にしながら
まちを散策する。おさんぽ保育を行うにあったって、保
護者から保育士へ、あるいは保育士から保育士へのスイッ
チが行われる待合所をつくる。
　おさんぽ保育では、この待合所から保育士の家 ( ある
いはその逆)へ行く途中のおさんぽを楽しむ。場合によっ
ては、その途中で公園などで遊ぶこともある。
このおさんぽの過程で、子どもたちは様々な興味の対象
やお気に入りのスポットを見つけ、まちに住む人々に出
会う。 
保育士ネットワークによる自宅での預り保育
Phase1
Phase2
Phase3
Phase4 〜
待機児童
保育士
3-2. おさんぽ保育
1. 子どもは大人にとっては何でもない、まちにある些細  
　なものに興味を持ち、多様な体験のきっかけとなる。
2. まちを歩くことで、持続可能性のある偶発的な地域交　　　
　流が生まれる。
3. まちに住む人々が地域の子どもを意識するようになる。
4. 幼少期にまちに出かけていた子どもほど、自分で遊び　
　回れる年齢になったときにまちで遊ぶ
5. 自宅での預かり保育では園庭を持たないので、外に出
　る必要がある。
6. 外に出ることで、家の中で何が起きていても分からな
　い状態になることを防ぐ。(虐待など )
3-3. なぜ、おさんぽをするのか
まちに散らばる子どもの興味
3-4. おさんぽ保育がまちに広がるフェーズ
まずはじめに、まちの中心である
世田谷代田駅の隣に、おさんぽ保
育の拠点をつくる。最初は拠点か
ら、半径 500m( 乳幼児生活圏域 )
の中でおさんぽ保育を行う。
おさんぽ保育に協力する家が現れ
はじめる。
また、住人以外の車の侵入を禁止
にする道を設け、子どものための
”みち”に変換する。
最初の 500m の円の外に、新たな拠
点がつくられ、そこからまた 500m
の円が広がる。
この円の中でもフェーズ 2と同じ
ことが起きる。
1〜 3のフェーズが繰り返される
ことで、まち全体におさんぽ保育
が広がっていく。
おさんぽ保育に協力してくれる家が現れはじめる。
例えば、絵画教室を自宅で行なっている家庭が子どものためにお絵かき教室を開催したり、
家の外の植え込みで、花を育てたりしはじめる。
また、住人以外の車の侵入を禁止にする道を設け、
子どものための " みち " に変換する。
500M
500M
Phase 1-2
Phase 3-4
Phase 5-6
Phase 7-8
Phase 9-10
Phase 11-12
Phase 13-14
Phase 15-16
Phase 17-18Phase 19-20
3-4. おさんぽ保育の拠点
おさんぽ保育の拠点をつくる。
小田急線複々線化事業によってできた駅前の線路跡地に
拠点を作ることで、連携を取りながらおさんぽ保育を街
で行う。
　　　プログラム
　・おさんぽ保育の待合所
　・住居
　・小さな飲食店を営む住居
　・おさんぽ保育の窓口
　・小規模保育園
　・立体緑道
　・駐輪場
4. おわりに
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ようする必要がある。
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か。
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